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シラバス

授業科⽬名 年度 学期 開講曜⽇・時限 学部・研究科など 担当教員 配当年次 単位数

社会学プロジェクト演習
ⅢⅣ／社会学演習（１）
（４）

2023 通年 ⽔5

⽂学部,社会学専攻,
社会情報学専攻（情
報コミュニケーショ
ンコース）

新原 道信 3年次配当 4

科⽬ナンバー

LE-SC3-K120,LE-SC4-K121

履修条件・関連科⽬等

授業で使⽤する⾔語

⽇本語,その他

授業で使⽤する⾔語（その他の⾔語名）

授業のなかで重要な概念を紹介する際に、⽇本語に対応する⾔葉を、新原がこれまで接してきた⾔語（イタリア語、ドイツ語、ラテン語他のラ
テン系の⾔語）で紹介することがあります。

授業の概要

Global, Visionary, ClinicalにThink planetary, act contrapuntally and poly/dis-phonically︓まず⼿⾜をうごかし、そのうごきのなかで、⾃前のデー
タを蓄積し⾃前の理論と⽅法をつくっていくという"フィールドワークの⼒（⾃分で道を切り開き、⼤切なこと／ひとに出会い、ともに場を創る
⼒）"を練成することにチャレンジします。ここでのフィールドワークは、単なる⽅法や⽅法論にとどまらず、⼈間と社会に、ゆっくり・やわら
かくふれ、深く理解するための"基点／起点"となるところまでつきつめていきます。"惑星社会のフィールドワーク"を⾏うために必要な"臨場・
臨床の智"は、「座学」だけで学ぶことは難しく、「先輩職⼈の背中」から学ぶというクラフト・ワークのスタイルをとることが重要となりま
す。ゼミ⽣は、"（惑星）社会のフィールドワーカー"として社会で活躍していく⼒を⾝につけるため、前期はグループワーク、夏休みに合宿、
後期は論⽂執筆という⼀連の〈あるき・みて・きいて・しらべ・ふりかえり・考え・ともに書く〉のプロセスを体験します。ゼミ⽣有志の合同
プロジェクトである「⽴川プロジェクト」で、院・学部・ＦＬＰ（地域公共と国際協⼒）ゼミ有志で⽴川の公営団地や砂川地区、被災地での活
動に参加させていただきます。ゼミでは"たったひとり降り⽴つ"と"ともに創ることを始める"を同時に追求し、 ⽴川プロジェクトは、関与型フ
ィールドワーク（参与観察）で⾃分のフィールドに出て⾏くための"臨場・臨床の智"を鍛える場となっています。

科⽬⽬的

本演習の⽬的は、地域に寄りそい、ひとにこころを寄せるフィールドワーク／⼦どもたちが「⽣きやすい」コミュニティづくり／〈ひとのつな
がりの新たなかたち〉を構想する地球規模の⽐較学／⾃分のなかの歴史と社会をすくいとり／ともに創ることを始めることです。ゼミ⽣は、"グ
ローバル社会で⽣起する地球規模の諸問題（global issues）"の背後にある"原問題／問題の源基（underlying problem）"を切り出し、想定内の
「問題解決」ではない"新たな問いを⽴てる（formulating new questions）"、"ひとごと（not my cause, misfortune of someone else）"から"わが
こと、わたしのことがら（cause, causa, meine Sache）"への転換を図ることを試みます。

到達⽬標

到達⽬標は、実際の⼟地であれ⼈であれ、組織であり集団であれ、本であれ、⾃分のフィールドを選び、"フィールドワークの⼒（⾃分で道を切
り開き、⼤切なこと／ひとに出会い、ともに場を創る⼒）"を⾝につけることです。ゼミ⽣は、ゼミ共通の資料である「⼈間と社会のうごきをと
らえるフィールドワーク⼊⾨」と「フィールドでどう学び、いかに論⽂を書くか」を参考にしつつ、〈あるき・みて・きいて・しらべ・ふりか
えり・考え・ともに書く〉という「フィールド（での⼀連の）ワーク」を実際に体験していきます。「フィールドで場数を踏む」努⼒をしなが
ら、他者への配慮、ひとの話に⽿をかたむけるコミュニケーション能⼒、ていねいに仕事をする⼒などの、"臨場・臨床の智"（※）の諸⼒を⾝
につけ、卒業後は、"社会のフィールドワーカー"として社会で活躍していくことを到達⽬標としています。

※．"臨場・臨床の智（cumscientia ex klinikós, wisdom to facing and being with raw reality）"
同時代性︓フィールドのなかで、⾃分の学問・調査研究が持つ現在的意味を問い、存在証明する。
問題志向性︓状況の変化のなかで⽣起する諸問題（issues）に接近し、⼊り込んでいく。
複合性︓⽣活者を断⽚化することなく複合的に受けとめ、総体として把握する。
複数性と相補性︓地域的／地球的、実体的／構築的、など、異なる視点・⽴場から、領域横断的に現実を把握し対話をおこなう。 
根源性︓社会現象の"原問題／問題の源基（il problema di fondo, the underlying problem）"を探求し、"新たな問いを⽴てる（formulating new
questions）"

授業計画と内容

⼀年間を通じて、"危機の時代の総合⼈間学（cumscientia (humanities, human ecology) at moment of crisis）"である"惑星社会のフィールドワー
ク（Exploring Fieldwork in the Planetary Society）"を⾝につけていきます。
（前期）
第１回 ⼈間と社会のうごきをとらえるフィールドワーク 〈エピステモロジー〉と〈価値⾔明〉について
第２回 フィールドワークの調査⽅法論 〈メソドロジー／メソッズ／データ〉
第３回 先⾏研究のサーベイ
第４回 フィールドワークの調査計画⽴案の⽅法
第５回 グループワークによる調査計画⽴案
第６回 データ収集の⽅法
第７回 グループワークによるデータの収集
第８回 データの分析⽅法
第９回 グループワークによるデータの分析
第１０回 グループごとに中間報告とコメント＆リプライ
第１１回 グループワークによる最終報告の準備
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第１２回 グループごとに最終報告
第１３回 コメント＆リプライと最終報告書の準備
第１４回 総括・まとめ フィールドワークの⼒
（後期）
第１回 フィールドでどう学び、いかに論⽂を書くか 〈エピステモロジー〉と〈価値⾔明〉について
第２回 論⽂執筆のための調査研究の⽅法論  〈メソドロジー／メソッズ／データ〉
第３回 論⽂執筆と調査計画⽴案
第４回 先⾏研究のサーベイ
第５回 グループワークによる論⽂執筆計画
第６回 データ収集の⽅法
第７回 グループワークによるデータ確認
第８回 データの分析⽅法
第９回 グループワークによるデータ分析
第１０回 グループごとに中間報告とコメント＆リプライ
第１１回 グループワークによる草稿の準備
第１２回 論⽂草稿提出とコメント＆リプライ
第１３回 論⽂提出
第１４回 総括・まとめ 惑星社会の社会のフィールドワーカーへ

授業時間外の学修の内容

指定したテキストやレジュメを事前に読み込むこと,授業終了後の課題提出,その他

授業時間外の学修の内容（その他の内容等）

フィールドワークとデイリーワークを重視し、授業時間外にも、ゼミのＭＬ等を通じて情報の共有と対話、合宿とグループワークをおこないま
す。

授業時間外の学修に必要な時間数／週

・毎週１回の授業が半期（前期または後期）または通年で完結するもの。１週間あたり４時間の学修を基本とします。
・毎週２回の授業が半期（前期または後期）で完結するもの。１週間あたり８時間の学修を基本とします。

成績評価の⽅法・基準

種別 割合
（％）

評価基準

期末試験（到達度
確認）

30 最終的に提出する論⽂における知的な蓄積と論理構築⼒

レポート 20 定期的な論⽂通信の提出

平常点
30 事前事後学習・グループワーク・コメント＆リプライへの積極的参加と「議論の場」形成への寄与、コミット

メント、リーダーシップなどの実践⼒

その他 20 ゼミの記録の作成、他者の論⽂通信への積極的なコメント、MLへの積極的な投稿

成績評価の⽅法・基準（備考）

下記の基準によりフィールドワークの⼒の到達度を評価する︓
基準
◇調査研究される側への深い配慮と理解
◇"多重／多層／多⾯"性と"多声"の確保
◇致命的な失敗につながる「安易さ」（※）を徹底して避けること
※．「安易に聞いて答えを求める」「安易に⾒たいものだけを⾒る」「⾜でかせがず、調べ尽くす⼯夫をせずに、表⾯だけ整えようとする」

"フィールドワークの⼒（⾃分で道を切り開き、⼤切なこと／ひとに出会い、ともに場を創る⼒）"の基準
(1)教えられたり、指⽰されたりする前にまず⾃分で始めてみる⼒。 
(2)⾃分に対して向けられているのでないコメントをわがこととして聴く⼒。
(3)⾃分がいまだ体験していないことだとしても興味関⼼（コミットメント）を持とうとしつづける⼒。 
(4)⾃分の（既存の）枠組みによる整理・分析の対象としてしまうのでなく、相⼿の独⾃の筋やリズムを理解しようとする⼒。相⼿の⽂脈を理解
しようとすることで、⾃分の枠組みをかえていく⼒。
(5)助⼒を受ける⼒︓⾃分で考え⾏動するべき部分と、どうしても⾃分の⼒では突破できないことがらとを⾒極め、⾃らの答え／応えを準備した
うえでアドバイスを受ける⼒。
(6)切実な個別的問題をある特定の条件下で考える。「すっきり」、「くっきり」、思いついたままに⾔い放つのでなく、複雑なやり⽅で、"多重
／多層／多⾯"的に考え、調べ、語る⼒。

課題や試験のフィードバック⽅法

授業時間内で講評・解説の時間を設ける,授業時間に限らず、manabaでフィードバックを⾏う,その他

課題や試験のフィードバック⽅法（その他の内容等）

ゼミのMLに提出された論⽂通信（論⽂草稿）にコメントをMLで開⽰し、⾃分に対して向けられているのでないコメントをわがこととして聴く
⼒を⾼める。

アクティブ・ラーニングの実施内容

PBL（課題解決型学習）,反転授業（教室の中で⾏う授業学習と課題などの授業外学習を⼊れ替えた学習形式）,ディスカッション、ディベート,
グループワーク,プレゼンテーション,実習、フィールドワーク,その他
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アクティブ・ラーニングの実施内容（その他の内容等）

"ゼミの⼀年間の運営、調査研究の計画のすべてを学⽣同⼠の"対話的なエラボレイション（co-elaboration）"によって実現する。複数の⽬で⾒て
複数の声を聴き、複数のやり⽅で書いていく"ことを通じて、下記のかたちでの〈調査研究／教育／⼤学と地域の協業〉を体験していく︓
①〈調査研究／教育／⼤学と地域の協業〉に取り組む調査研究者の使命は、その能⼒を、あくまであらたな社会の構想につながる認識の地平を
⽣産することのみに活⽤することである。
②この営みに参加する者は、有意の情報や知⾒を他の調査者にもたらす必要がある。
③調査者は調査によって獲得した新たな認識をなんらかのかたちで他の調査者や⾃分が属するコミュニティ／かかわるフィールドに返す必要が
ある。そして調査に応じた当事者もまた他の当事者に新たな認識を返す必要がある。そこで重要となるのは、結果の伝達を通じての直接的なコ
ミュニケーションそのものである。
④社会と⾃らの⾏為のリフレクションをしていくという意味での調査者でもある当事者と調査者は、"対話的にふりかえり交わる（riflessione e
riflessività）"なかで 、その関係性を"切り結び続ける（ricostellando la relazione, reconstellating the relationship）"。当事者も調査者も、それぞ
れの⽬的に応じたかたちで調査の結果をわがものとする。（Alberto Melucci, "Verso una ricerca riflessiva", registrato nel 15 maggio 2000 a
Yokohama, 2000年＝新原道信訳「リフレクシヴな調査研究にむけて」新原道信編『"境界領域"のフィールドワーク――惑星社会の諸問題に応答
するために』中央⼤学出版部, 103ページ．以下，Melucci（2000=2014）, 99⾴のメルッチよるまとめをもとに改作）

授業におけるICTの活⽤⽅法

その他

授業におけるICTの活⽤⽅法（その他の内容等）

manabaやGoogleドライブ等によるゼミで蓄積された調査研究のアーカイブの活⽤、MLで常にお互いの草稿と授業の記録を開⽰し、授業時間外
でもコメント&リプライを、教員から学⽣という⼀⽅向のみならず学⽣間も含めて多元的に⾏います。

実務経験のある教員による授業

いいえ

【実務経験有の場合】実務経験の内容

【実務経験有の場合】実務経験に関連する授業内容

テキスト・参考⽂献等

《テキスト》 新原道信編『⼈間と社会のうごきをとらえるフィールドワーク⼊⾨』（ミネルヴァ書房、2022年）／新原道信『境界領域への
旅』（⼤⽉書店,2007年）／Ａ．メルッチ『プレイング・セルフ』（ハーベスト社,2008年）／新原道信『旅をして、出会い、ともに考える――
⼤学で初めてフィールドワークをするひとのために』（中央⼤学出版部、2011年）／新原道信編『⼈間と社会のうごきをとらえるフィールドワ
ーク⼊⾨』（ミネルヴァ書房、2022年）。
《参考⽂献》 新原道信他編『地球社会の複合的諸問題への応答の試み』（中央⼤学出版部、2020年）／新原道信編『"臨場・臨床の智"の⼯房
――国境島嶼と都市公営団地のコミュニティ研究』（中央⼤学出版部,2019年）／新原道信編『うごきの場に居合わせる――公営団地におけるリ
フレクシヴな調査研究』（中央⼤学出版部,2016年）／新原道信編『"境界領域"のフィールドワーク――惑星社会の諸問題に応答するために』
（中央⼤学出版部,2014年）／新原道信『ホモ・モーベンス――旅する社会学』（窓社，1997年）／野⼝裕⼆・⼤沼英昭編『臨床社会学の実
践』（有斐閣,2001年）／⽮澤修次郎編『講座社会学 社会運動』（東京⼤学出版会，2003年）／⻄成彦・原毅彦編『複数の沖縄』（⼈⽂書
院，2003年）／廣⽥功・永岑三千輝編『ヨーロッパ統合の社会史』（⽇本経済評論社，2004年）／新原他編『地球情報社会と社会運動』（ハー
ベスト社，2006年）／新原他編『地域社会学講座 第２巻 グローバリゼーション／ポスト・モダンと地域社会』および第１巻と第３巻（東信
堂，2006年）／⽮澤修次郎編『再帰的＝⾃⼰反省の社会学』（東信堂、2017年）。

その他特記事項

私は、地域に寄りそい、ひとにこころを寄せるフィールドワークをテーマとして、⽇本の都市や地域のみならず、イタリア・地中海を中⼼とし
たヨーロッパ、バルト海、北アフリカ、⼤⻄洋、南⽶、アジア・太平洋などのあまり⽇本のひとたちが⾏かない地域で、⼟地やひととのかかわ
りをつくってきました。若い頃からずっと、イタリア・ブラジルなど海外のひとたちと国際共同研究をしています。
たったひとりで異郷／異教／異境の地に降り⽴ち、⼤切なこと／出会うべきひとに出会い、他者とともに場を創っていく――そうすることで
〈ひとのつながりの新たなかたち〉を構想することを学⽣のひとたちとやってきました。ゼミ活動を"ともに（共に／伴って／友として）"する
ことで、以下のことを考えていけたらと思っています︓
 惑星地球をひとつの海として、社会をそのなかに浮かぶ島々として体感するような"智"――地球規模の複合的諸問題に応答する"臨場・臨床の
智"を、いかにして紡ぎ出すのか。地球の、他の⽣き物の、他の⼈間の悲鳴を、感知し、感応する"共存・共在の智"をいかにして可能とするの
か。"惑星社会のフィールドワーク"はこの課題を引き受け／応答するものたり得るのか。そのためにはいかなる条件があるのか︖

このゼミでやっていることは、〈試⾏錯誤していくなかで、⾃分で気付き、⾃ら学ぶ「問題発⾒（仮説⽣成）型」〉のトレーニングです。「答
えがある程度予測できる範囲の問題解決」でよしとせず、じっくりと探求（exploring）していくことで、後からやって来る「気付き」がありま
す。これは、⾃分の限界をこえていこうとするときに有効なやり⽅で、試⾏錯誤のプロセスそのものが貴重なデータとなり、漢⽅薬のようにじ
んわりと永く効き⽬が続く「根本問題の解決」へとつながります。ゼミそしてフィールドでの「衝突と出会い」のなかで、「ふつう」にこのゼ
ミでplaying&challengingにやったひとたちは、短期的に速くいこうとする⼈たちよりも、より遠くまで、そして（結果的には）より早く、⾃分
のなすべきことに到達していきます（「急がば回れ」です）。想像⼒と創造⼒を⼤切に、このゼミで⾃分を試していってもらえたら幸いです。
⼤切なのは、どのフィールドを選ぶかでなく、どうかかわるかです。みなさんの⼩さな⾏いが次の世代にむけての「⼀粒の⻨」ともなり得ます
し、それまでの蓄積をぶちこわす場合もあります。ひとつのフィールドにきちんとかかわれば、そこから、ほとんどあらゆる問題関⼼に応答す
る⼒を獲得できます。慎み深く、思慮深く、臆することなく、きちんと外の世界に出ていき⾃分を試していってください。
フィールドワークでは、突然の状況の変化で、予定が変わったり、現地に⾏けなくなったり、帰れなくなったり、いろいろ⼤切なものを失った
りと、様々なことが起こります。なんとかその現実に対応しようとするなかで、何かを「うまくやる」⼒というよりは、「うまくいかないとき
でもなにかは出来る」⼒を、ゼミ⽣はつくってきてくれているのだと思います。
すでに社会に出た卒業⽣たちからは、「危機の瞬間や転換期にこそ⼒を発揮するひとを育てるゼミだったと思います。だからこそたいへんなと
きにはまた帰りたい、声をききたい、そこにいたいと思えるのかもしれません」と⾔われています。いまはまさに、制限のあるなかでも出来る
ことを⾒つける⼒を養える時期だと考えています。新原ゼミでは様々なタイプのひとを歓迎します。ともに場を創っていただけたら幸いです。
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